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エンジン構造が単純であることがあげられる｡ J-で､C 速度以上の速度で飛行する｡ 
デ トネーション波をエンジンに対し定常に
スタビライズさせた推進機構には､斜めデ ト 2.実鹸装置
ioi Dt tque eonalbOJ tougue-
ネーション波エンジン (3 it teonaoni Dquelbo(
*1 i1g.実験装置の概略図を F
機械システム工学専攻 大学院生 体周りの流れ場の可視化には,シュリー レン
機械システム工学科 に示した｡飛行
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光源-のタイ ミング用 トリガとして､飛行体 デ トネーション波が写真内に写っている場合
Neレーザ-)を横切る際










て､飛行体速度 V m/ とデ トネーション角β 








































囲内である.混合気の初期温度 T oは 2 ±4K
である｡ 4.結果と考察
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それ未満の場合 (v 8.J YcJ<0
ットした.この図
1.から､飛行体直径 dが 5の場合､セルサイズがおよそ 2mm 程度でmm 臨界圧
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